
4.研 究 活 動

形態基礎研究部門

岩本光雄･木村 賛 ･渡辺 毅 ･毛利俊雄･

森山恭子1)

研究概要

1)詔長類のロコモーションと運動器の研究

木村 賛 ･岩本光雄 ･森山恭子

ヒトおよび霊長類の進化を追究する目的から,

現生詔長期のロコモーションと運動器の研究を続

けている｡なおこれらの研究は文部省科学研究費

総合研究 (ヒトおよびその他霊長類における体移

動機構の生長と比較に関する総合研究,代表者遠

藤荷里 ),ならびに本研究所共同利用研究計画研

究 (運動器からみた霊長類の系統発生 )とも-都

関連している｡本年度は以下の研究が行われた｡

(1)運動力学的研究 (木村)｡チンパンジーの二

足および四足歩行の個体発生を長期測定し,その

経過を知るとともにヒト二足歩行坪得過程につい

ても考察した｡ヒト幼児を含む各種霊長類の四足

歩行の実験も行っている｡またニホンザルの下肢

関節可動域を測定しロコモーションと関連して論

じている｡

(2)躯幹四肢骨の解剖学とバイオメカニクス(岩

本 ･森山･木村)｡サル類,特にマカクの寛骨の

形態につき比較･考察を行った｡また四肢長骨の

個体発生をバイオメカニクスの観点からロコモー

ションと関連させて考察している｡

2)旧世界ザル､特にマカクに関する形態学的

研究 2)

岩本光雄 ･渡辺 毅

ニホンザルとスラウェシマカク7種の種分化,

進化を解明する目的から形態学的研究を行ってい

る｡ニホンザルに関しては,前年の乳歯萌出年齢

の論文に引き続いて永久歯の萌出年齢の分析を行

い,日下公表の準備中である(岩本 ･渡辺)｡ま

た,ヤクザルとホンドザルというニホンザルの亜
種の違いを,地蛇変異の観点からとりまとめた(症

辺 )｡スラウェシマカクに関しては,皮膚紋理の

1)E2長持研究所非常勤講師｡

2)本研究は浜田稜(日本モンキーセンター),パ
ンパン･スリョブロート(インドネシア ･ナショ

ナル大学 )と部分的に共同で行っている｡

分析ととりまとめ(岩本),生体計測と毛色測定

のデータの分析ととりまとめ(渡辺 )を行った｡

その他例年のごとく,高崎山,波勝崎,志賀にお

いて餌づけ群の捕獲調査を行い(渡辺),所内で

飼育中の嵐山,高浜,若桜のこホンザル,さらに

比較資料としてインドおよび中国産アカゲザルの

データを蓄積した(岩本 ･渡辺)｡

3)霊長頬頭蓋骨の形態学的研究

毛利俊雄

ヒトとニホンザルについて,琵蓋骨の非計測形

質の形態学的研究を行った｡ヒトについては30項

目の非計測形質の性差を検定し,14形質の出現率

に有意な性差をみた｡ニホンザルでは,舌下神経

管の形態を観察し,=分ないし三分舌下神経管の

出現が右側よりも左側に多いことを確認した｡

総 脱

1)岩本光雄(1985):サルの分類名(その1:

マカク)｡霊長粁研究,1(1-2):89-54｡

輸 文

1)Okada,M･andKimura,T.(1985):

Rangesofpassiveflexionandextension

ofhindlimbjointsintheJapanesema･

caque.J.An throp.Soc.Nippon,93(3):
327-335.

報告 ･その他

1)岩本光雄(1986):サル類,特にマカクの寛

骨の形態｡文部省科学研究補助金総合研究糾
｢ヒトおよびその他霊長類における体移動機

構の生長と比較に関する総合研究｣(代表者

遠藤前里)報告昏 :7-90

2)木村 賛(1986):チンパンジーにおける四

足ロコモーションの成長｡文部省科学研究補

助金総合研究糾 ｢ヒトおよびその他霊長薫別こ

おける体移動機構の生長と比較に関する総合

研究｣ (代表者遠藤甫里)報告香 :23-31.

3)木村 賛(1986):こどものチンパンジーの歩

き方｡モンキー 29(1-2):14-19.

4)Bam bang,S.andlwam oto,M.(1985):

DermatoglyphicsofSulawesimacaques:

apreliminaryreport.KyotoUniver･

SityOverseasResearchReportofStu･

diesonAsianNon-humanPrimates,Ⅳ:
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87-103.

5)Watanabe,T.,Hamada,Y.andBambang,

S.(1985):Morphologicalstudiesofthe

Sulawesimacaques:Somatometry.

KyotoUniversityOverseasResearchRe･

portofStudiesonAsianNon-human

Primates,Ⅳ:79-85.

6)Hamada,YりWatanabe,T.Takenaka,0.,

Bambang,S.aLndKawam oto,Y.(1985):

MorphologiCal studiesoftheSulawesi

macaques:Bodycolors.KyotoUniver･

SityOverseasResearchReportofStu-

diesonAsianNon-humanPrimates,
Ⅳ:63-70.

7)Hamada,Y.,Watanabe,T.andBambang,

S.(1985):Morphologicalstudiesofthe

Sulawesimacaques:Allometricanalysis.

KyotoUniversityOverseasReseardlRe･

portofStudiesonAsianNon-human

Primates,Ⅳ:71-78.

学会発表

1)岡田守彦 ･杯 秀徳 ･木村 焚く1985):サ

ルの後肢各関節の受動伸展域(予報)｡那29

回プリマ-テス研究会｡

2)渡辺 毅 (1985):ヤクザルはニホンザルか｡

第30回プリマーテス研究会｡

8)毛利俊雄 (1985):頭蓋非計測形質の性差｡

第39回日本人析学会民族学会連合大会.

4)木村 焚く1985):チンパンジーの平地四足

歩行について｡第89回日本人鞍学会民族学会

連合大会｡

神経生理研究部門

久障田競 ･松波詐-1･)三上章允 ･松村道一

研究概要

1)前頭連合野における条件づけ形成の神経機

構の研究

久保田荊

サルの前97i迎合野のニューロンは.条件性運動

1)昭和60年7月1日付,岐申大学医学部反射研

究施設へ転任

学習が成立すると,条件刺激に反応し,次に行う

行動に先行して活動するようになろ｡深部TB極で

脳波を記録し,学習過程で印象閃迎772位を記録す

ると,未学習時には条件刺激に一過性に反応する

だけであるが,学習が成立するにつれて,持続性

の変化,行動に先行するfE位,及び.随伴性陰性

変動のような変化もみられることを報告した｡脳

波 ･ニューロン活動のデータは ｢運動性学習の条

件づけが前頭連合野で行われているJとする仮説

を支持する｡

2)前頭連合野のニューロン活動と伝達物質の

関係

久保田競 .松村道- .沢口俊ゴ)

サルが視覚性単純反応や視覚性遅延反応を行っ

ている時,前頭連合野のニューロン活動を炭素封

入の多連磁極を用いて記録した｡そして反応関連

の活動をするニューロンにGABA,ドーパ ミン,

アセチルコリン,ノルエピネフリンを微量投与し

その効果を調べた｡ドーパ ミンが,反応直前に活

動すろニューロンに特異的に働 くことを報告した｡

8)嗣銃迎合野の解剖学的研究

久保田競 ･渡辺京子3)

ヒヒ及びマカクザルの前頭連合野のコラムの構

辺をしらべるため,HRPの微量を注入し,脳染

性コラム,迎合性コラムの形,その内部の細胞構

築をしらペている｡また,免疫抗体法を用いてG

ABAを伝道物質とする神経細胞の前頭連合野内

の分布をしらべている(大阪大学医学部の有国富

夫助教授の相中を受けている｡)

4)随意運動の制御に関係している運動野GA

BA抑制機構の研究

松村道一 ･久保田競 ･沢口俊之

随意運動の制御の機構を明らかにするために,

運動野にGABA及びその括抗剤ビククリンを微

量投与した｡ビククリン投与によって,GABA

ニューロンの活動の方向選択性が減少し,括抗筋

の抑制が少なくなって運動障害を起す串がわかっ

た｡関節を動かすためには,それに働く筋肉の収

縮と同時に,その措抗筋の制御が必要であり,運

動野のGABA抑制の機椛が,この調節に関与し

ている郡がこの研究で明らかになった｡

2)大学院生

8)技術補佐員
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